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第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 第４回武蔵村山市市民協働推進会議 

開 催 日 時 平成２２年９月２２日（水） 午後７時 ～９時 

開 催 場 所 ボランティアセンター会議室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：(座長)渡辺龍也 、(副座長)高木寛之 

(委員)飯塚十日子、鴻田臣代、小西喜芳、塩田和行、佐々木久

子、中島秀雄、伊藤輝男、藤崎由美子 

欠席者：(副座長)杉澤幹生、（委員）安島敏市、木村裕子、藤本信子 

事務局：地域振興課長、地域振興課主事 

報 告 事 項 
⑴ 平成２２年度第３回武蔵村山市市民協働推進会議の会議録について 

⑵ その他 

議 題 
⑴ 市民と行政の意識改革の推進等について 

⑵ その他 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等 を 記 載 す る 。 ） 

⑴ 今回の会議の内容を踏まえたうえで、次回の会議までに活動を行 

う。 

⑵ 第５回会議は１２月１５日で決定。 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

 

（発信者） 

□印：座 長 

○印：委 員 

●印：事務局 

 

報告事項 

⑴ 第３回武蔵村山市市民協働推進会議について 

● ９月２９日(水)までに修正等の連絡をされたい。 

⑵ その他 

○ 「武蔵村山ＮＰＯネットワーク」の活動について報告。 

 

議題 

⑴ 市民と行政の意識改革の推進等について 

● 次第について説明。 

□ ＮＰＯネットワーク会議で話し合われたことについて、ＮＰＯネ

ットワーク委員から報告願いたい。 

○ 前回の会議でタウンミーティングの目的や、具体的な実施案につ

いて話し合ったことを受け、「市民版タウンミーティング」の実施

について内容を詰めた。 

 ＮＰＯネットワークとしての活動はデエダラまつりの関係で１１

月からの活動を予定している。 

□ ＮＰＯまつりについてはどのような進展があったのか。 

○ ２５日に説明会を行う予定である。活動をより円滑にするために

も、ＮＰＯネットワークの法人化が求められる。 

○ そのためには地域での実績が必要ではないか。 

□ 市民版タウンミーティングについてはどのような進捗状況となっ

ているか。 

○ 自分から動けない人にいかにタウンミーティングに参加していた

だくかが問題である。 

○ 自治会でも、自分から動けないことの問題が挙がるのか。 

○ 防災等の関係で問題にされている。また、その家族が外出を拒む

パターンもある。 

○ 自治会を頼りにするのではなく、特売市場などの何らかのイベン

トを実施することで外へ出てきていただくのはどうか。 
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○ 緑が丘団地においては、ふれあいセンター等にて催しを行うのが

よいのでは。 

□ そのような市場で地場産の野菜などを売ってはどうか。立川市の

団地ではＮＰＯ法人によるコミュニティレストランを活用し、工夫

している。 

○ そのような観点から考えても、まちづくりは村山団地から始まる

と考えてもよいのではないか。 

○ ＮＰＯネットワークで協働事業を行う作業所を作ってはどうか。 

○ 商業と農業を営む方をそれぞれ誘い、自治会としてのまとまりを

もたせることも重要である。 

○ 今後は、まいど宅配の活躍にも期待できる。 

○ 自治会として市場を開催する場合は月に２回ぐらいのペースでや

るべきでは。 

□ そのような場面で年配の方が若い人に遊びを教えることなどもで

きるのでは。実施する本人が楽しむことが何より重要である。 

○ 市場の事業については市がかかわるのか。 

□ 基本は市民の方にかかわっていただく。そしてチェックを市が行

うシステムが望ましい。 

○ 市の介入によって全く違うものになってしまうのは避けたい。市

民が市民のために行うことに意味があると思われる。 

● 市としても、市民の方に意見を出していただくことは大事なこと

であり、まとめることでより平易な形で意見を出していただきた

い。 

○ これからタウンミーティングを行うにあたり、何らかのインセン

ティブも必要であると思われる。たとえば地方の集落では、血圧を

測る等といった医療行為を行うと同時に意見をうかがっている。た

だ人を集めたり適所にうかがうだけでなく、何らかの工夫を考える

必要がある。 

□ ＮＰＯネットワークの方は今回の会議の議論を踏まえたうえで次

回の会議までに活動を行い、報告していただくこととする。 

 

⑵ その他 

● 次第４ページに基づき説明。 
 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

☑公  開                傍聴者：    ０ 人 

☐一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

☑開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課     市民生活部  地域振興課 （内線： ２２４  ） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


